
     

令和７年度 蕨市第３回新型インフルエンザ等対策行動計画策定懇談会  

会議概要    

 

日時：令和８年２月３日（火） 

午後１時３０分～２時１５分 

会 場：蕨市保健センター 

健康教育室 
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福田 望     健康福祉部長  

事務局：安治 直尚   保健センター所長      

細野 亜紀子  保健センター副所長   

津田 美穂   保健センター庶務係長  

長谷川 明子  保健センター技術主査   

清水 佳代   保健センター技術主査  

加藤 宏之   安全安心課長       

 渡邊 浩介   安全安心課防災危機管理係長 

＜欠席者＞ 

委員：黒牧 謙一    蕨戸田市医師会 

川南 勝彦    埼玉県南部保健所長 

 

 

配布資料：①資料１：蕨市新型インフルエンザ等対策行動計画（最終案） 

     ②資料２：市町村行動計画確認チェックリスト 

      

 

１ 開会 

会長挨拶 

 

２ 議題 

（１）蕨市新型インフルエンザ等対策行動計画（最終案）について 

♦事務局：パブリックコメントの実施結果、意見なし。資料１の蕨市新型インフルンザ等

対策行動計画（最終案）と資料２の市町村行動計画確認チェックリストについて説明 



 

委員：蕨市に火葬場はあるのか。 

♦事務局：蕨市には火葬場はなく、近隣の火葬場を利用している。防災計画では、災害時

には北町の市民体育館に仮の遺体安置所を設けることになっている。その後は、県と連携

して火葬場に搬送していくことになると思う。 

委員：次の未知の感染症に対応できる対策なのかどうかは、その時の感染症次第になると

と思うが、未知の感染症の対策についてはどうか。 

♦事務局：新型コロナウイルス感染症の際は、科学的な病原性の研究やワクチンの有効性

などについては、国の役割と位置付けられていた。本市の計画の基本となっているものは、

２年前に改定された政府行動計画と、１年前に改定された県行動計画を基に市の計画を改

定するものとなっている。市の計画では、基本的な人から人に感染するものに対して発生

の段階から体制を整え、対策を取ることが記載されるものと理解している。世界で新型イ

ンフルエンザ等に位置付けられる可能性がある感染症が発生した初期段階では国が各国の

感染症担当と情報共有しながら、指示を出すというような体制になると思う。基本的には

５ページの概念図のように、感染のピークをなるべく遅らせて患者数の急増を防ぎ、医療

従事者の方の負担を減らす対策を取っていくことになっている。 

委員：感染症発生前の準備はどのようなものになるか。 

♦事務局：基本的には衛生用品や消毒など感染対策に資するような準備をしておくことに

なっている。 

委員：災害と感染症が同時に発生する可能性もあると思うが、その場合について何か対策

はしているか。 

♦事務局：避難所における感染症対策として、トイレの整備や隔離のできる状況をつくる

などの対策があり、安全安心課でも災害と感染症を想定した訓練を行ったり、備蓄をした

りといった準備を進めている。 

委員：３５ページの第５章保健の県の指摘を受けて修正した部分について「県が行う、陽

性者への食事の提供等の実施に協力し」とあるが、この部分は準備期であり、県の計画で

も体制構築について記載されているため、「陽性者が自宅や宿泊療養施設で療養する場合に、

県が行う陽性者への食事の提供等や健康観察に協力する体制を構築する。」など、食事の提

供等と健康観察については両方とも体制構築とした方がよいと思う。また、「食事の提供等」

の「等」については、このままがよいのか、それとも健康観察の後に入れるのがよいのか。 

また、「陽性者」とだけ記載すると陽性者全体を指すことになるため、県の計画と同様に「自

宅や宿泊療養施設にいる陽性者」と付け加えた方がよいと思う。 

♦事務局：ご指摘のとおりの記述に変更していく。また、「等」の位置については、新型コ

ロナの時に、市では食料だけでなく衛生用品を提供していたので、そのことも踏まえ「食

料等」と記載したい。 

委員：同じく３５ページに「県からの応援要請に協力する」と記載があるが、国から示さ

れた手引きには市が県に応援を要請するといった記載はあったが、市が県に協力するとい

う記載もあったのか。また、実際に今まで県の要請を受けて、市が協力したことはあるの

か。 

♦事務局：県の計画にあるＩＨＥＡＴ（Infection disease Health Emergency Assistance 



Team；感染症のまん延時等に地域の保健師等の専門職が保健所等の業務を支援する仕組み

のこと）のように応援要請があれば協力する。新型コロナの際は、派遣協力した市もあっ

たと聞いている。また、ＩＨＥＡＴに限らず、災害時の派遣要請に応じて蕨市も保健師を

派遣したこともあった。県としては、県の職員で対応できない業務について応援要請が来

た際は協力すると記載してほしいという意図があると理解をしている。実際に派遣できる

かは、実情によるものと考える。 

委員：蕨市は外国人が多く住民票のない方もいると思うが、そのような方たちへの対応は

どうなるのか。 

♦事務局：この計画の対象の市民には住民登録のない居住者も含むとなっているので、同

じ対応になる。実際に定期予防接種も感染予防という観点で居住実態を確認して接種して

いる。新型コロナの対応の際も同様に行っていたため、今後も大規模な感染症が発生した

際にも同様の対応になるものと認識している。 

会長：感染症は国籍に関係なく、対策はすべての人を守るために必要だと思う。 

♦事務局：今回指摘のあった修正等については、再度委員の方に確認をしたうえで市の最

終決定としたいと考えている。各委員の方には修正した箇所を送付し、書面で確認をお願

いしたい。 

 

（２）その他 

♦事務局：今後の予定について、修正箇所を各委員に書面で確認後、３月に決定し、公表

予定であることを説明。 

 

 

３ 閉会 

 

 


